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技
術
・
コ
ラ
ム

系
線
容
量
比
率
は
高
い
と
指

摘
。
日
本
に
は
再
エ
ネ
系
統

連
系
に
関
し
て
、
多
く
の
誤

「
セ
イ
フ
＆
セ
キ
ュ
ア
」（
安
全
安
心
な
）

の
心
象

エ
ネ
ル
ギ
ー
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源
㊻
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▼
「
セ
イ
フ
＆
セ
キ
ュ
ア
」

の
意
味

〝
セ
イ
フ
で
セ
キ
ュ
ア
な

暮
ら
し
〟
や
〝
セ
イ
フ
で
セ

キ
ュ
ア
な
シ
ス
テ
ム
〟
は
、

原
子
力
事
故
を
経
験
し
た
私

た
ち
が
い
ま
希
求
す
る
心
象

で
あ
る
。
そ
れ
は
見
せ
か
け

の
心
の
問
題
で
は
な
く
、
そ

の
現
実
化
こ
そ
が
願
い
で
あ

る
。セ

イ
フ
で
セ
キ
ュ
ア
に
対

す
る
日
本
語
表
記
に
は
、

「
安
全
・
安
心
」
や
「
安
全

安
心
」
が
あ
る
。
前
者
は

「
安
全
」
と
「
安
心
」
の
要

素
表
記
で
あ
り
、
筆
者
は
〝

併
記
重
複
表
現
〟
と
呼
び
、

後
者
の
「
安
全
安
心
」
は
二

つ
の
要
素
か
ら
生
ま
れ
た
新

し
い
概
念
に
対
す
る
集
合
表

記
で
あ
り
、
同
じ
く
〝
新
規

創
意
表
現
〟
と
呼
ぶ
。「
科

学
・
技
術
」
と
「
科
学
技

術
」
も
同
様
な
表
記
で
あ

る
。「
科
学
技
術
」
は
、
国

語
辞
典
の
代
表
で
あ
る
広
辞

苑
に
お
い
て
も
未
登
録
の
〝

新
規
創
意
表
現
〟
で
あ
る
。

「
安
全
安
心
」
と
し
て
表

現
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に

お
い
て
、
危
険
を
排
除
し
た

心
境
を
意
味
し
て
、
信
頼
性

あ
る
安
全
を
期
待
し
て
い
る

に
違
い
な
い
。「
安
全
安

心
」
は
、
誰
も
が
肯
定
し
、

否
定
す
る
人
は
い
な
い
だ
ろ

う
。
危
険
や
危
機
を
カ
バ
ー

す
る
保
険
ビ
ジ
ネ
ス
を
担
っ

て
い
る
人
々
で
も
、
否
定
し

な
い
だ
ろ
う
。

こ
こ
に
新
た
に
登
場
し
た

「
危
険
や
危
機
」
は
、「
安
全

安
心
」
と
は
切
っ
て
も
切
れ

な
い
関
係
で
あ
り
相
補
性
が

あ
る
。「
危
険
や
危
機
」
を

越
え
て
こ
そ
「
安
全
安
心
」

が
得
ら
れ
る
。

▼
安
全
と
危
険
の
意
味

「
安
全
」
に
対
照
す
る
の

が
「
危
険
」
で
あ
る
。
し
か

し
、
ど
ち
ら
も
概
念
的
で
、

絶
対
的
で
は
な
い
。
そ
れ

は
、
本
当
に
安
全
や
、
本
当

に
危
険
、
あ
る
い
は
、
や
や

安
全
や
、
少
し
危
険
な
ど
の

状
態
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

中
嶋
洋
介
氏
の
著
書
『
安

全
と
リ
ス
ク
の
お
は
な
し
』

で
は
、
こ
の
点
を
わ
か
り
易

く
説
明
し
て
い
る
。
同
氏

は
、
日
本
と
欧
州
に
お
け
る

比
較
（
日
本
語
と
英
語
に
お

け
る
比
較
）
を
通
し
て
、
安

全
に
つ
い
て
の
認
識
、
さ
ら

に
は
規
格
の
制
定
に
対
す
る

考
え
方
の
相
違
に
つ
い
て
も

指
摘
し
て
い
る
。

面
白
い
比
較
が
あ
る
。

◇
日
本
語
の
安
全

：

安
ら

か
で
危
険
の
な
い
こ
と
。
危

害
ま
た
は
損
失
の
生
じ
る
恐

れ
の
な
い
こ
と
、
危
な
く
な

い
こ
と
。

◇
日
本
語
の
危
険

：

危
害

ま
た
は
損
失
の
生
じ
る
お
そ

れ
が
あ
る
こ
と
、
危
な
い
こ

と
。

◇
英
語
の
安
全

：

傷
害
や

損
失
の
発
生
ま
た
は
そ
の
リ

ス
ク
か
ら
の
解
放
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

◇
英
語
の
危
険

：

危
害
、
傷

害
、
リ
ス
ク
、
危
険
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

こ
の
日
本
語
と
英
語
の
安

全
に
つ
い
て
の
比
較
で
は
、

日
本
語
で
の
「
安
ら
か
で
危

険
の
な
い
こ
と
」
は
、
論
理

的
な
緻
密
さ
に
欠
け
、「
危

害
ま
た
は
損
失
の
生
じ
る
恐

れ
の
な
い
こ
と
、
危
な
く
な

い
こ
と
」
は
、
英
語
の
安
全

に
対
す
る
表
現
で
あ
る
「
傷

害
や
損
失
の
発
生
ま
た
は
そ

の
リ
ス
ク
か
ら
の
解
放
さ
れ

て
い
る
こ
と
」
と
、
ほ
ぼ
同

義
で
あ
り
、
論
理
的
に
も
明

快
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

安
全
の
定
義
と
し
て
は
、

「
安
全
と
は
安
全
で
あ
る
こ

と
、
安
全
が
確
認
で
き
て
い

る
こ
と
」
で
な
い
と
い
け
な

く
、
こ
れ
を
〝
安
全
確
認
型

の
安
全
〟
と
呼
ん
で
い
る
。

そ
し
て
、「
安
全
と
は
危
険

で
な
い
」
と
し
て
は
、
あ
い

ま
い
さ
が
包
含
し
て
し
ま
う

と
し
て
い
る
。

▼
「
Ｓ
‐
Ｓ
モ
デ
ル
」
に
よ

る
危
険
と
非
危
険
の
表
示

筆
者
は
千
葉
大
学
で
の
講

義
に
、
安
全
性
を
担
保
す
る

際
に
し
ば
し
ば
使
わ
れ
る

「
安
全
率
」
を
説
明
す
る
の

に
、「
Ｓ
‐
Ｓ
モ
デ
ル
」（
ス

ト
レ
ス
‐
ス
ト
レ
ン
グ
ス
・

モ
デ
ル
）を
導
入
し
て
い
た
。

安
全
率
と
は
、

安
全
率
＝
材
料
の
強
度

（
ス
ト
レ
ン
グ
ス
、
分

子
）
／
材
料
の
応
力
（
ス

ト
レ
ス
、
分
母
）

と
い
う
比
率
で
あ
る
が
、
し

ば
し
ば
、
安
全
率
＝
３
な
ど

が
、
設
計
で
選
択
（
指
定
）

さ
れ
る
。
し
か
し
、
材
料
の

強
度
に
は
、
高
低
の
ば
ら
つ

き
が
あ
り
、
ま
た
、
製
作
後

供
用
さ
れ
負
荷
さ
れ
る
応
力

に
も
高
低
の
ば
ら
つ
き
が
あ

る
の
で
、
安
全
率
が
３
で
も

破
壊
す
る
危
険
確
率
が
存
在

す
る
。

そ
の
説
明
を
合
理
的
に
で

き
る
の
が
「
Ｓ
‐
Ｓ
モ
デ

ル
」
で
あ
る
（
図
参
照
）。

図
で
は
、
ば
ら
つ
き
を
正
規

分
布
で
あ
る
と
し
、
負
荷
す

る
ス
ト
レ
ス
（
応
力
）
の
平

均
を
１
０
０
㍋
パ
ス
カ
ル

（MPa

）、
こ
れ
に
耐
え
る
平

均
の
ス
ト
レ
ン
グ
ス
（
強

度
）
を
３
０
０
㍋
パ
ス
カ
ル

と
し
て
安
全
率
を
３
と
し
て

も
、
二
つ
の
分
布
の
重
な
り

部
分
の
面
積
が
示
す
破
壊
の

確
率
は
、
標
準
偏
差
が
と
も

に
50
㍋
パ
ス
カ
ル
と
し
て
計

算
す
る
と
、
０
・
０
０
３
１

６
７
㌫
の
破
壊
の
確
率
が
あ

る
。
信
頼
性
で
は
、
99
・
９

９
６
８
３
３
㌫
で
あ
る
。

信
頼
性
あ
る
シ
ス
テ
ム

は
、
シ
ッ
ク
ス
ナ
イ
ン
な
ど

と
い
わ
れ
、
99
・
９
９
９
９

㌫
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
れ
に

比
べ
、
図
の
例
で
は
信
頼
性

が
低
く
、
安
全
性
が
低
い
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。
シ
ッ

ク
ス
ナ
イ
ン
の
信
頼
性
を
確

保
す
る
に
は
、
標
準
偏
差
が

50
㍋
パ
ス
カ
ル
の
場
合
に

は
、
安
全
率
を
３
・
４
に
高

め
れ
ば
実
現
で
き
る
計
算
で

あ
る
。

▼
「
Ｓ
‐
Ｓ
モ
デ
ル
」
は
、

現
実
と
理
想
（
夢
）
に
も
応

用
で
き
る

現
実
と
理
想
の
乖
離
（
ギ

ャ
ッ
プ
）
は
「
問
題
」
で
あ

り
、
ギ
ャ
ッ
プ
を
な
く
す
る

こ
と
が
「
問
題
解
決
」
で
あ

り
、
そ
れ
が
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ

と
を
、
本
コ
ラ
ム
の
⑧
（
２

０
１
５
年
５
月
４
日
、
第
25

号
）
に
述
べ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
夢
の
実
現
で
あ
る
こ
と

も
述
べ
て
い
る
。

現
実
と
理
想
も
ば
ら
つ
き

現
象
で
あ
る
と
す
る
と
、

「
Ｓ
‐
Ｓ
モ
デ
ル
」
を
適
用

し
て
、
問
題
解
決
や
夢
の
実

現
を
定
量
化
で
き
る
こ
と
に

な
る
。

▼
「
安
全
安
心
」
へ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ

風
力
発
電
や
太
陽
光
発
電

で
は
、
天
候
や
気
象
に
影
響

さ
れ
る
の
で
、
発
電
量
が
ば

ら
つ
く
。
し
た
が
っ
て
事
業

の
信
頼
性
評
価
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
風
力
発
電

で
は
、
正
規
分
布
で
は
な

く
、
ワ
イ
ブ
ル
分
布
が
合
理

的
な
ば
ら
つ
き
特
性
と
し
て

適
用
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
く
機
器
の
疲
労
破
壊

解
析
な
ど
で
も
、
ワ
イ
ブ
ル

分
布
を
適
用
し
て
行
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
。
原
子
力
発
電

所
で
は
損
傷
解
析
は
必
須
で

あ
る
が
、
部
品
点
数
が
１
千

万
個
を
超
え
る
と
い
い
、
そ

れ
ら
の
複
合
・
相
乗
影
響
も

あ
る
の
で
、
信
頼
性
評
価
は

難
し
い
。
放
射
能
の
影
響
の

下
で
の
ス
ト
レ
ス
＆
ス
ト
レ

ン
グ
ス
（
現
実
と
理
想
）
を

評
価
し
、
セ
イ
フ
＆
セ
キ
ュ

ア
を
実
現
す
る
こ
と
は
難
し

い
。「

安
全
と
は
安
全
で
あ
る

こ
と
、
安
全
が
確
認
で
き
て

い
る
こ
と
」
と
い
う
考
え

は
、
安
全
安
心
へ
の
基
本
で

あ
り
要
件
で
あ
る
と
い
え
る
。

回収したCO2を基に「飼料製造」

住
友
共
同
電
力
・
新
居
浜
西
火
力
発
電
所
で
回
収
、

住
友
化
学
・
愛
媛
工
場
で
利
用

自励式直流送電システム事業に参入

製
品
検
証
設
備
「
Ｈ
Ｖ
Ｄ
Ｃ

検
証
棟
」
を
兵
庫
県
に
建
設

「ＨＶＤＣ検証棟」イメージ図

住友共同電力・新居浜西火力発電所の外観
（提供：住友共同電力）本

社
の
あ
る
愛

媛
県
新
居
浜
市
を

中
心
に
電
気
と
蒸

気
の
供
給
事
業
を

展
開
し
て
い
る
住

友
共
同
電
力
。
こ

の
た
び
、
同
社
の

火
力
発
電
所
で
あ

る
新
居
浜
西
火
力

発
電
所
構
内
に
お

い
て
、
Ｃ
Ｏ
２

＝

炭
酸
ガ
ス
の
分
離

回
収
設
備

を
設
置
、

運
営
す
る

こ
と
を
発

表
し
た
。

新
居
浜

西
火
力
発

電
所
は
石

炭
と
バ
イ

オ
マ
ス
な

ど
で
混
焼

発
電
し
て

い
る
。
合

は
、
変
換
所
に
用

い
る
装
置
や
技

術
、
直
流
シ
ス
テ

ム
全
体
を
統
括
す

る
制
御
・
保
護
シ

ス
テ
ム
の
ト
ー
タ

ル
ブ
ラ
ン
ド
と
な

る
。
こ
れ
に
伴

い
、
変
換
装
置
、

制
御
・
保
護
装

置
、
受
電
設
備
な

グ
ロ
ー
バ
ル
に
対
応
す
る
た

め
、
自
励
式
直
流
送
電
シ
ス

テ
ム
事
業
へ
の
参
入
を
決
定

し
た
。

Ｈ
Ｖ
Ｄ
Ｃ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ど
を
備
え
る
「
Ｈ
Ｖ

Ｄ
Ｃ
検
証
棟
」（
建

屋
面
積
約
１
２
５
０

平
方
㍍
）
を
２
０
１

８
年
度
上
期
の
稼
働

計
の
出
力
は
30
万
㌔
㍗
ほ

ど
。
発
電
設
備
は
１
号
機
か

ら
３
号
機
ま
で
が
あ
り
、
こ

の
中
で
１
号
機
は
１
９
５
９

年
か
ら
稼
働
を
続
け
て
い
る
。

Ｃ
Ｏ
２

分
離
回
収
設
備
が

設
置
さ
れ
る
の
は
３
号
機
の

石
炭
火
力
発
電
所
で
、
燃
焼

合
っ
た
発
電
機
が
必
要
な

「
他
励
式
」
と
、
不
要
な

「
自
励
式
」
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
自
励
式
は
接
続

す
る
系
統
条
件
に
制
約
が
少

な
く
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
も
貢

献
す
る
た
め
、
今
後
需
要
が

増
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。
直
流
送
電
シ
ス
テ
ム
の

２
０
１
５
年
度
の
市
場
規
模

は
世
界
で
約
５
０
０
０
億

円
。
三
菱
電
機
は
今
後
年
率

７
㌫
程
度
の
成
長
が
あ
る
と

見
込
ん
で
い
る
。

三
菱
電
機
は
多
様
化
す
る

電
力
系
統
の
市
場
ニ
ー
ズ
に

を
目
指
し
て
建
設
す
る
。

自
励
式
直
流
送
電
シ
ス
テ

ム
は
、
直
流
と
交
流
を
変
換

す
る
複
数
の
変
換
所
と
、
こ

れ
ら
を
つ
な
ぐ
ケ
ー
ブ
ル
、

送
電
線
で
構
成
す
る
。
最
適

な
制
御
機
能
と
機
器
で
運
用

時
の
安
定
運
転
と
落
雷
な
ど

に
よ
る
交
流
送
電
系
統
で
の

事
故
発
生
時
に
運
転
継
続
を

実
現
す
る
。

ま
た
、
大
電
流
パ
ワ
ー
半

導
体
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
採
用
し

て
変
換
装
置
の
モ
ジ
ュ
ー
ル

数
を
減
ら
し
、
変
換
所
の
小

型
化
と
コ
ス
ト
抑
制
も
図
る
。

三
菱
電
機
は
２
０
２
０
年

度
ま
で
に
Ｈ
Ｖ
Ｄ
Ｃ
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
の
累
計
受
注
高
で
５

０
０
億
円
以
上
を
目
指
す
。

三
菱
電
機
は
さ
き
ご
ろ
、

自
励
式
直
流
送
電
シ
ス
テ
ム

事
業
に
参
入
し
、
自
励
式
直

流
送
電
シ
ス
テ
ム
の
ト
ー
タ

ル
ブ
ラ
ン
ド
を
「
Ｈ
Ｖ
Ｄ
Ｃ

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
と
し
て
、

世
界
的
に
展
開
す
る
と
発
表

し
た
。
ま
た
、
系
統
変
電
シ

ス
テ
ム
製
作
所
（
兵
庫
県
尼

崎
市
）
内
に
製
品
を
検
証
す

る
設
備
「
Ｈ
Ｖ
Ｄ
Ｃ
検
証

棟
」
を
設
け
る
計
画
も
公
開

し
た
。

直
流
送
電
は
交
流
送
電
よ

り
送
電
効
率
が
高
く
、
洋
上

風
力
発
電
や
太
陽
光
発
電
と

の
連
系
が
容
易
に
な
る
。
直

流
送
電
シ
ス
テ
ム
に
は
、
交

流
・
直
流
間
の
交
換
に
交
流

系
統
内
に
変
換
器
容
量
に
見

に
硫
黄
を
含
む
疎
水
性
ア
ミ

ノ

酸
（

Ｃ
５

Ｈ

11

Ｎ

Ｏ
２

Ｓ
）。
住
友
化
学
・
愛
媛
工

場
で
は
こ
の
メ
チ
オ
ニ
ン
を

使
用
し
て
家
畜
の
飼
料
な
ど

を
製
造
す
る
。

Ｃ
Ｏ
２

分
離
回
収
設
備
は

新
日
鉄
住
金
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

後
に
出
る
排
出
ガ
ス
を
処
理

す
る
。
Ｃ
Ｏ
２

（
炭
酸
ガ

ス
）
の
生
産
能
力
は
年
産
約

４
万
８
０
０
０
㌧
を
見
込

む
。
２
０
１
８
年
６
月
か
ら

事
業
開
始
予
定
と
し
て
い
る
。

分
離
回
収
し
た
Ｃ
Ｏ
２

は
、
同
じ
エ
リ
ア
に
立
地
す

る
住
友
化
学
の
愛
媛
工
場
で

新
た
に
増
設
さ
れ
る
予
定
の

メ
チ
オ
ニ
ン
製
造
設
備
に
供

給
、
副
原
料
と
し
て
利
用
さ

れ
る
。
メ
チ
オ
ニ
ン
は
側
鎖

ン
グ
製
を
導
入
す
る
予
定

だ
。
分
離
回
収
の
方
法
に
は

膜
分
離
法
や
物
理
吸
収
法
な

ど
が
あ
る
が
、
新
日
鉄
住
金

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
製
の
設

備
は
化
学
吸
収
法
を
採
用
し

て
い
る
。
Ｃ
Ｏ
２

を
選
択
的

に
吸
収
す
る
物
質
で
あ
る
ア

ミ
ン
の
性
質
を
利
用
す
る
方

法
だ
。

化
学
吸
収
法
は
、
常
温
・

常
圧
の
ガ
ス
で
も
圧
縮
す
る

事
な
く
大
き
な
動
力
で
な
く

dioxide Capture and Ut

ilization

）
に
資
す
る
事

業
だ
。
国
内
の
産
業
用
炭
酸

ガ
ス
需
要
は
年
間
１
０
０
万

㌧
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
ま
で
大
口
の
供
給
源
だ
っ

た
ア
ン
モ
ニ
ア
工
場
や
精
油

所
の
統
廃
合
が
進
み
、
供
給

不
安
へ
対
処
す
る
手
立
て
が

ま
だ
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
に
一
部
を
輸
入
で

賄
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２

対
策

と
も
処
理
が
可
能
で
あ
る
、

装
置
構
造
が
シ
ン
プ
ル
で
大

量
の
ガ
ス
が
処
理
可
能
で
あ

る
な
ど
の
特
長
が
あ
り
、
高

炉
ガ
ス
処
理
に
向
い
て
い
る

と
さ
れ
て
い
る
。

本
件
は
、
Ｃ
Ｏ
２

の
回
収
・

利
用
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ

：Carbon 

と
し
て
回
収
・
貯
留
（
Ｃ
Ｃ

Ｓ

：Carbon dioxide Cap

ture and Storage

）
の
検

討
が
始
ま
る
中
、
Ｃ
Ｏ
２

に

新
た
な
産
業
的
価
値
を
付
与

す
る
と
い
う
面
で
も
、
国
内

に
お
け
る
先
進
的
な
Ｃ
Ｃ
Ｕ

へ
と
つ
な
が
る
取
組
と
し
て

今
後
の
展
開
に
注
目
し
た
い
。

三菱電機


